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あらまし：著者らが実施してきた創造力育成授業の授業改善に向けた経過を示す。はじめに授業の現状把

握を実施して評価を行った。次に問題点の抽出により 2 つの問題点を明らかにした。最後にこの問題を解

決するための方策について検討を行った。 
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1. はじめに 
技術者に対する創造力の要求から，Problem Based 

Learning(PBL)を適用した実習など，多くの事例が報

告されている．筆者らが所属する高専は，中学卒業

者が入学し 5 年間の早期技術者教育を受ける．著者

らは所属する機械電子工学科において，実習を通じ

て創造力を育成する教科を 1～3 年生に対して「創造

演習」，そして，価値の創造を行うための技術養成を

目的とした「創造設計学」を 5 年生に対して行って

きた．本論文では，授業に対する現状把握および問

題点の抽出を行い，授業改善に向けた検討を示す． 
 

2. 授業についての現状把握 
2.1 これまで実施してきた授業への評価 

表 1 にこれまで行ってきた創造力育成科目の授業

内容と学年の関係を示す．これらは全て，

Team-Teaching 形式とし，1 人当たりの受け持つ学生

数を減らし，かつ，教員間でも確認し合いながら適

切なタイミングで学生に対するアドバイスできる体

制としてある．工学教育においても入門者である 1,2
年生はロボット製作などの実習をテーマに，アイデ

ア発散および取捨選択を繰り返し，その能力を育成

する．3 年次では QC(Quality Control)を適用し，グル

ープによる問題解決活動をテーマに創造力の育成を

はかる．これにより学生は，チームワークにおける

創造力の発揮の仕方，および創造活動を成し遂げる

ことについて学ぶ．5 年次は，VE(Value Engineering)
を適用して問題やアイデアを定量的に扱い，価値を

意識した創造力を育成する．なお，QC および VE
は企業において使用される活動方法であるためその

まま教育に用いることはできないため，著者らは作

業シートなどを整備して学生同士で実施可能となる

ようにアレンジを加えている． 
 著者らは授業実施効果を確認するため，理解度に

ついて学生の自己評価アンケートを実施した．その

結果，いずれの学年においても授業の進度に合わせ

て理解度が向上していることが確認できた．一例と

して，図 1 に 5 年生の理解度アンケートの結果を示

す．このことから，授業を設計した当初にねらった

結果は得られていると判断した．  
2.2 授業改善に向けた問題点の抽出 
 授業効果の確認ができたので，さらなる授業改善

を目指し，現状抱えている問題点を洗い出したとこ

ろ以下 2 点が明らかになった． 

表 1 「創造演習」授業内容と学年の関係 

適用する技術 BS・KJ 要因図 QC活動 VE

学年 1 2 3 4 5

他の教科による知識量

アイディア発散と整理の経験 ○ ○ ○ ○

アイディア収束技術を学ぶ ○ ○ ○ ○

アイディア収束を経験する △ ○ ○ ○

アイディア収束技術を学ぶ ○

グループ作業を経験する ○ ○ ○ ○

グループ作業の知識を学ぶ ○ ○

問題の抽出技術を経験する ○ ○

課題の定量化技術を経験する ○

改善型問題解決プロセスの知識を経験する ○

機能的研究プロセスの知識を経験する ○

機能分析と評価を学ぶ ○

アイディアの定量化とそれに基づく評価を学ぶ ○  

<各要素の設問>
基礎力
さらなる知識を欲しいと感じた
指示された作業をこなすことができた

分析・抽出力
問題に対して広い視野で把握した
問題点を明らかにした
仮説を立てて検討した
分析・解析手法の知識が得られた

発展性・継続性・チャレンジ精神
過去に学んだ経験・知識を発展させた
資格試験にチャレンジした
最後まであきらめずにやり抜いた

討論・論理的思考
アイデアを発想した
アイデアを適切に取捨選択した
自分の考え、現状を他人に伝えた
自分の考えを伝える資料を作成した

チームワーク
制約条件を意識できた
制約を意識し計画通りに行動できた
自己紹介・他人紹介ができた
チーム内でメンバーとして行動した  
図 1  24 年度 5 年生の理解度アンケート結果 
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（問題点 1） 
担当教員の経験や資質に応じて授業の質が異な

る． 
（問題点 2） 

グループでの創造活動を実施した場合，その成果

に差が出てしまう． 
 
3. 授業改善に向けた検討 
 上述の 2 つの問題点の要因を探るために，図 2 の

ような創造力育成における必要機能を整理し，系統

図化した． 
（問題点 1 に対する解決案） 
授業の質が安定しない理由として，図 2に示す「知

識・経験の解体・結合（洗練）の仕方を学ぶ」を教

員が学生に伝え切れていないことが挙げられる．す

なわち，知識の吸収や体験を重要視することによっ

て洗練にかける時間が不足している．そこで，実習

実施時における時間経過ごとに，吸収・体験・洗練

を落とし込んだ教材の開発を行うことが有効である

と考える．従って，教員へはステップ毎の指導マニ

ュアルを整備し，学生へはステップ毎に習得すべき

内容が自己点検できるサポート教材を提供する．こ

のサポート教材はインタラクティブ性を持たせた

Web 教材などが効果的ではないかと考えている． 
（問題点 2 に対する解決案） 

図 2 から問題点 2 の要因は協働力の育成が不足し

ていることが明らかである．そこで，ソーシャルス

キルを計測できるといわれている hyper-QU(3)テスト

を利用する．ソーシャルスキルは，かかわりの尺度

と配慮の尺度の 2 次元で表され，アンケート調査の

結果を用いて学生のスキルがプロットされる．図 3
は平成24年度の3年次学生のソーシャルスキル例で

ある．上部にプロットされた学生は創造演習におけ

るグループでの創造活動が良好であった．これは，

彼らがリーダーシップを遺憾なく発揮したことに

起因しているためである．したがって，ソーシャル

スキル向上をはかることで「協働力を育成」する機

能を付与することができる． 
一方，学生の自己評価とかかわりの尺度の一部に

相関があることが確認できた．表 2 に有意差の高い

自己評価項目を抽出した．表から，スポーツへのや

る気や興味がかかわりと相関が高いことが読み取

れる．したがって，ソーシャルスキルを向上させる

一つの指導法として，リーダーシップや自主性を育

成するという当たり前の指導ではなく，体育教科と

連携しながらかかわりを向上させるという新しい指

導方法が見出される．同様に，配慮についても従来

の倫理教育だけでなはない新しい指導方法があると

考えている．いずれの場合も今後のさらなる検討が

必要である． 
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図 3  hyper-QU によるソーシャルスキル評価 

表 2 「かかわり」との相関 
p<0.05

自己評価 R

人をまとめること（リーダーシップ） 0.33359

自ら進んで行動（自主性) 0.38620

自分もやれば出来ると思う（自信） 0.28272

あなたの粘り強さは（忍耐力） 0.27433

集団での付き合いは（協調性) 0.55409

大事な場面で集中（集中力） 0.29559

スポーツ、趣味へのやる気（意欲） 0.21939

スポーツへの興味 0.25927

学校生活の充実度 0.25828  

 
図２ 創造力育成課程の機能系統図 

配慮 かかわり 

教育システム情報学会　 JSiSE2013     
第38回全国大会　  2013/9/2 〜9/4

— 176 —




